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アクセス 

地下鉄「飯田橋駅」B3、B2a 出口より徒歩 3 分 

JR「飯田橋駅」西口より徒歩 5 分 

 

●日時  １１月１３日（金） 

１０：００ ～ １２：００ 

●受講方法 会場・LIVE 配信 

●会場   研究社英語センター大会議室 

（東京都新宿区神楽坂 1-2-B2F） 

●会場定員 ７０名 

●受講費（会場・LIVE 配信） 

会員  ７，０００円（１名・税込） 

一般 １０，０００円（１名・税込） 

●申込締切 １１月 6日（金） 

●見逃配信 １１月１３日（金）１３：００ ～ １１月２０日（金）１７：００ 

※会場受講の方にも視聴URLをお知らせいたします。 

主な講演項目（予定）          講師プロフィール 

著作権法における引用の要件 

講師:麻生 典 氏 慶應義塾大学大学院法務研究科 准教授 

概要:引用をめぐる裁判例は、旧著作権法下の最高裁判決を前提とする二
要件説（明瞭区別性・主従関係）から、著作権法 32 条の文言に即
した総合考慮説へと展開し、近時は「引用であること」について明
瞭区別性・主従関係を用いる新二要件説も現れている。また、SNS
の普及により他者の表現を利用する機会が増え、SNS での引用の
適法性が争われる裁判例も蓄積している。本講演では、これらの状
況を踏まえ、引用の要件を総合的に検討したい。 
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１．裁判例の整理 

２．引用の要件論 

  （1）引用 

  （2）公正な慣行に合致 

  （3）報道、批評、研究その他の 

引用の目的上正当な範囲内 

３．検討 

- 学 会 等 – 

・著作権法学会 ・日本工業所有権法学会  

 

- 略 歴 – 

2005 年 慶應義塾大学法学部法律学科卒業 

2012 年 慶應義塾大学大学院法学研究科民事法学専攻 

後期博士課程単位取得退学 

2013 年 博士（法学）（慶應義塾大学） 

2013 年 九州大学大学院芸術工学研究院助教 

（2019 年准教授） 

2025 年 慶應義塾大学大学院法務研究科准教授 

 

 

- 著 書 ・ 論 文 – 

・「準占有概念の意味」（「法律時報」98 巻 2 号/日本評論社/2026） 

・「知的財産法で保護されない CA の財産的価値に対するフリ
ーライド」（『サイバネティック・アバター〈CA〉と法』所収
/弘文堂/2026） 

・「著作者人格権の相続」（『財の法・相続法の現代的課題』所収
/成文堂/2025） 

・『概説デジタル／インターネットと著作権法』（分担執筆/弘文
堂/2025） 

・『デザインに関わる人のための知的財産法入門』（弘文堂
/2024） 



 

お申込みはこちら 

⇒ https://www.cric.or.jp/seminar/index.html 

＊ お知らせいただいた個人情報は、本講演の運営および CRICの事業（セミナーの開催や書籍の発行など）の 

ご案内に必要な範囲内でのみ利用し、それ以外の目的には使用いたしません。 

 

注意事項 

○ 講演の録音・録画・撮影（写真・ビデオ）は禁止いたします。 

○ 申込者数を超える人数での受講は固くお断りいたします。 

○ キャンセルによる返金および他講演への振替はできません。 

○ 講演前日までに、LIVE配信の視聴 URLおよび配付資料のダウンロード URLをお知ら

せいたします。 

＊ LIVE配信での受講は日本弁理士会の継続研修対象外です。単位取得は認められません。 

お問合せ先 

公益社団法人 著作権情報センター（CRIC） 

〒164-0012 東京都中野区本町 1-32-2 ハーモニータワー22F  TEL 03-5309-2421 

CRIC 主催のセミナーや、新刊書籍などの情報をお届けするメールマガジンサービスを実施

しております。配信をご希望の方は、こちら https://www.cric.or.jp/magazine/index.html か

ら登録をお願いいたします。メールマガジンの配信は無料です。 

注意事項 

○ 講演の録音・録画・撮影（写真・ビデオ）は禁止いたします。 

○ 申込者数を超える人数での受講は固くお断りいたします。 

○ 開催日 1週間前までに受講票等が届かない場合は、ご一報ください。 

○ 開催当日、会場での受講費のお支払いはできません。 

○ 払込金受領証を領収証の代わりとさせていただきます。 

○ キャンセルによる返金および他講演への振替はできません（代理出席は可能で

す）。 

○ 講演前日までに、LIVE 配信の視聴 URL および配付資料（レジュメ）のダウンロ

ード URLをお知らせいたします。配付資料は会場でもお配りいたします。 

＊ CRIC は、日本弁理士会の継続研修の外部機関として認定されており、本講演は、日本弁理士会の

継続研修として申請中です。本講演を受講し、所定の申請を行うことで、外部機関研修として2単

位が認められる予定です。 

会場での受講 

LIVE 配信での受講 

https://www.cric.or.jp/seminar/index.html
https://www.cric.or.jp/magazine/index.html

